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(3) 圧密沈下解析結果（現況解析 2 期施工） 

1) 造成盛土部 

2 期施工範囲における圧密沈下解析結果を以下に示す。 

計画盛土高まで施工する場合、断面①で 0.37m～1.86m、断面③で 1.78～1.96m の沈下

が生じる結果となる。 

 

表 10.1-2 圧密沈下解析結果（上げ越しなし） 

 
 

 

図 10.1-2 圧密沈下解析結果（現況解析・2 期施工 断面①：上げ越しなし） 

  

2期施⼯ 断⾯①
地盤⾼
(m)

盛⼟⾼
(m)

造成計画⾼
(m)
①

上げ越し⾼
(m)

沈下量
（ｍ）

沈下後の地盤
⾼(m)
③

造成計画⾼と
の差(m)
③-①

地点1 103.9 3.0 106.90 0.0 1.17 105.73 -1.17
地点2 103.9 3.0 106.86 0.0 1.51 105.35 -1.51
地点9 103.8 3.0 106.80 0.0 1.56 105.24 -1.56
地点10 103.8 3.0 106.80 0.0 0.51 106.29 -0.51
地点3 103.8 3.0 106.80 0.0 0.37 106.43 -0.37
地点11 103.7 3.1 106.80 0.0 0.47 106.33 -0.47
地点4 103.7 3.1 106.80 0.0 1.86 104.94 -1.86
地点12 103.7 3.1 106.80 0.0 1.70 105.10 -1.70
地点5 103.7 3.1 106.80 0.0 1.43 105.37 -1.43
地点13 103.7 3.1 106.80 0.0 1.33 105.47 -1.33

着⽬点
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表 10.1-3 圧密沈下解析結果（上げ越しなし） 

 
 

 

図 10.1-3 圧密沈下解析結果（現況解析・2 期施工 断面③：上げ越しなし） 
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沈下により地盤高が造成計画高よりも低くなるため、上げ越しが必要となる。 

上げ越し厚を 10cm 刻みとしてトライアル計算を実施し、沈下後の地盤高が計画盛土高

を上回る上げ越し高を設定した。検討結果を以下に示す。上げ越し高は、断面①は地点 4

で最大 2.8m 程度となる。 

 

表 10.1-4 圧密沈下解析結果（上げ越し検討結果） 

 
 

 

図 10.1-4 圧密沈下解析結果（現況解析・2 期施工 断面①：上げ越しあり）

2期施⼯ 断⾯①
地盤⾼
(m)

盛⼟⾼
(m)

造成計画⾼
(m)
①

上げ越し⾼
(m)

沈下量
（ｍ）

沈下後の地盤
⾼(m)
③

造成計画⾼と
の差(m)
③-①

地点1 103.9 3.0 106.90 1.6 1.57 106.93 0.03
地点2 103.9 3.0 106.86 2.2 2.16 106.90 0.04
地点9 103.8 3.0 106.80 2.3 2.23 106.87 0.07
地点10 103.8 3.0 106.80 0.7 0.61 106.89 0.09
地点3 103.8 3.0 106.80 0.5 0.42 106.88 0.08
地点11 103.7 3.1 106.80 0.6 0.56 106.84 0.04
地点4 103.7 3.1 106.80 2.8 2.75 106.85 0.05
地点12 103.7 3.1 106.80 2.6 2.52 106.88 0.08
地点5 103.7 3.1 106.80 2.0 1.99 106.81 0.01
地点13 103.7 3.1 106.80 1.8 1.79 106.81 0.01

着⽬点
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表 10.1-5 圧密沈下解析結果（上げ越し検討結果） 

 
 

 

図 10.1-5 圧密沈下解析結果（現況解析・2 期施工 断面③：上げ越しあり） 

 

 

  

2期施⼯ 断⾯③
地盤⾼
(m)

盛⼟⾼
(m)

造成計画⾼
(m)
①

上げ越し⾼
(m)

沈下量
（ｍ）

沈下後の地盤
⾼(m)
③

造成計画⾼と
の差(m)
③-①

地点1 0.96
地点8 103.7 2.9 106.57 3.2 3.14 106.63 0.06
地点9 103.8 2.9 106.65 2.8 2.76 106.69 0.04

着⽬点
調整池
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事業スケジュール（2 期施工）では、西側（断面①）は盛土開始から 24 か月後、東側

（断面③）は盛土開始から 9 か月後に建築工事へ引き渡しを行うこととなる。 

 

表 10.1-6、表 10.1-7 のとおり断面①では地点 4 が、断面③では地点 8、9 の両地点が

建築工事への引き渡し時点で許容沈下量を超過する。また、断面③の地点 1 の結果より、

調整池位置では約 96 ㎝の沈下が生じることとなり、調整池基礎への影響が予想されるた

め、調整池基礎構造対策が必要となる。 

 

表 10.1-6 残留沈下量（現況解析・2 期施工 断面①：上げ越しあり） 

  
 

2期施⼯ 断⾯① 項⽬
盛⼟開始から
24か⽉後
沈下量(cm)

最終沈下量
(cm)

沈下量 157.3cm 157.4cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.1cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 213.2cm 215.9cm
時間 720⽇ −

圧密度 98.8% 100%
残留沈下量 2.7cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 212.8cm 222.6cm
時間 720⽇ −

圧密度 95.6% 100%
残留沈下量 9.8cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 135.0cm 135.4cm
時間 720⽇ −

圧密度 99.7% 100%
残留沈下量 0.4cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 60.5cm 60.5cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.0cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 42.1cm 42.1cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.0cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 55.5cm 55.5cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.0cm −

判定(10cm以下) OK

着⽬点

断⾯①
地点3

断⾯①
地点14

断⾯①
地点11

断⾯①
地点1

断⾯①
地点2

断⾯①
地点9

断⾯①
地点10

2期施⼯ 断⾯① 項⽬
盛⼟開始から
24か⽉後
沈下量(cm)

最終沈下量
(cm)

沈下量 107.3cm 107.6cm
時間 720⽇ −

圧密度 99.7% 100%
残留沈下量 0.3cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 197.7cm 205.1cm
時間 720⽇ −

圧密度 96.4% 100%
残留沈下量 7.4cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 248.1cm 274.6cm
時間 720⽇ −

圧密度 90.3% 100%
残留沈下量 26.6cm −

判定(10cm以下) NG
沈下量 248.8cm 251.7cm
時間 720⽇ −

圧密度 98.9% 100%
残留沈下量 2.9cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 198.5cm 198.5cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.0cm −

判定(10cm以下) OK
沈下量 179.1cm 179.1cm
時間 720⽇ −

圧密度 100.0% 100%
残留沈下量 0.0cm −

判定(10cm以下) OK

断⾯①
地点4

断⾯①
地点5

着⽬点

断⾯①
地点13

断⾯①
地点15

断⾯①
地点12

断⾯①
地点15
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b) 2 期造成盛土部 東側（断面③ 地点 8）の沈下解析結果 

 

造成盛土部東側の断面③について、PBD による対策工の検討を行なった。表 10.2-2 に

示すとおり、ドレーンピッチ 1.6m で残留沈下量は 10 ㎝以下を満たす結果となった。 

 

表 10.2-2 PBD 対策工の検討結果 

 
 

 

 
図 10.2-6 PBD 対策の仕様検討結果（2 期・断面③） 

盛⼟開始から9か⽉
後

沈下量(cm)

最終沈下量
(cm)

盛⼟開始から9か⽉後
沈下量(cm)

最終沈下量
(cm)

沈下量 301.0cm 313.7cm 303.9cm 313.7cm
時間 270⽇ − 270⽇ −

圧密度 95.9% 100% 96.9% 100%
残留沈下量 12.7cm − 9.8cm −

判定(10cm以下) NG OK
沈下量 267.8cm 275.8cm 269.7cm 275.8cm
時間 270⽇ − 270⽇ −

圧密度 97.1% 100% 97.8% 100%
残留沈下量 7.9cm − 6.1cm −

判定(10cm以下) OK OK

PBD□1.6ｍ，Ap1層までPBD□1.7ｍ，Ap1層まで

断⾯③
地点9

着⽬点

2期施⼯ 断⾯③

断⾯③
地点8

項⽬
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 詳細設計（2 期施工） 

 沈下対策工の詳細設計（2 期施工） 

表 10.2-2 の沈下解析結果をもとに、2期範囲における PBD 配置計画を行なった。 

地盤改良一般図（プラスチックボードドレーン）を図 10.3-1、図 10.3-2 に示す。 
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図 10.3-1 地盤改良一般図（2 期施工） （プラスチックボードドレーン） 
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図 10.3-2 地盤改良一般図(2) （2 期施工） （プラスチックボードドレーン） 
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 盛土のり面安定対策工の詳細設計（2 期施工） 

表 10.2-3 の盛土のり面安定解析結果をもとに、2期範囲における基礎地盤の表層混合処

理工の計画を行なった。一般図を図 10.3-3、図 10.3-4 に示す。 
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図 10.3-3 地盤改良一般図（2 期施工） （表層混合処理工） 
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図 10.3-4 地盤改良一般図（2 期施工） （表層混合処理工） 
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 対策工施工における留意点 

 盛土の沈下管理と計測計画 

1 期施工では、造成盛土による圧密沈下量を予測し、必要な上げ越し土量の検討及び建築

工事への引き渡し時に予想される残留沈下量の低減を目的とした、PBD 工法の計画を行なっ

た。 

設計上の沈下予測は、事前の圧密試験結果をもとに一次元圧密沈下解析により行なった

ものであるが、実際の施工では、場所による軟弱地盤層の層厚の違いや圧密度のばらつき、

造成盛土の荷重条件や載荷期間の違い等、様々な要因において不確実性が含まれることか

ら、予測した沈下量と施工後の沈下量が乖離したり、沈下の進行速度が予測と異なることが

十分予想される。 

このため、施工時には沈下計測を行い圧密の進行状況を監視しながら、双曲線法等の沈下

管理手法を用いて計画地盤高にすりつくように盛土厚を計画しなければならない。 

以下に、盛土の計測管理計画案を示す。 

 

i) 計測項目 

盛土施工に伴う沈下状況を監視し上げ越しの判断を行う目的で、以下の計測を行う。 

 

表 10.4-1 計測項目（案） 

対象位置 計測方法 計測機器 計測目的 

盛土 レベル測量 沈下板 

・沈下量を計測し、双曲線法等の予測手法

を用いて残留沈下量を予測する。 

・沈下予測結果をもとに上げ越し量を予測

する。 

 

ii) 計測頻度 

測定頻度は、下記のとおりとする。 

 

表 10.4-2 測定頻度（案） 

期間 

計器 

工事期間中 

維持管理

段階（追

跡調査）

測定期間 適用 地盤改良

施工中※ 

盛土施工

期間中 

盛土立上がり後 

（放置期間中） 

最初の 

1 か月 

1 か月～ 

3 か月 

3 か月 

以降 

沈下板、 

変位杭（鋲） 

1日 1回 

（1日 2回） 

1日 1回 

（1日 2回） 
3日 1回 1週 1回 1月 1回

供用後 3 年

まで2～4回

/年、それ以

降 1回/年

施工終了 

（ 維 持 管

理）段階ま

で 

特に必要な

時は（ ）内

の頻度 
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図 10.4-2 双曲線法による沈下管理のイメージ 

 

 

  







10 軟弱地盤解析 

10-41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4-5 建設発生土の受入れ状況（2018.11.19） 
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(2) 試験盛土の沈下予測条件 

試験盛土の沈下予測は、1 期造成工事と同様に 1 次元圧密沈下計算手法により実施した。 

 

 土質定数 

試験盛土の沈下予測には、1期造成盛土工事と同じ以下の土質定数を用いた。 

 

表 10.4-3 土質定数の設定 

 

 

  

地層記号 N値 γ(kN/m3) c(kN/m2) φ(°）

沖積粘性土層 Ac1 2.7 10.8 16.2 0

沖積腐植土層 Ap1 0.7 10.8 24.1 0

沖積砂質土層 As 2.7 17.0 0 22

沖積礫質土層 Ag1 13.4 18.0 0 31

沖積礫質土層 Asg 5.1 17.0 0 25

沖積粘性土層 Ac2 4.3 16.4 63.0 0

沖積礫質土層 Ag2 5.7 18.0 0 26

沖積粘性土層 Ac3 4.2 17.9 87.5 0

沖積腐植土層 Ap2 4.2 13.8 81.0 0

沖積礫質土層 Ag3 12.7 18.0 0 31

沖積粘性土層 Ac4 4.1 16.0 24.6 0

沖積礫質土層 Ag4 11.0 18.0 0 30

沖積粘性土層 Ac5 5.5 16.0 33.0 0

洪積礫質土層 Dg1 15.0 18.0 0 32

洪積粘性土層 Dc1 8.3 17.7 49.8 0

洪積礫質土層 Dg2 12.5 18.0 0 31

洪積粘性土層 Dc2 11.0 17.0 66.0 0

洪積粘性土層 Dc3 9.5 17.0 57.0 0

洪積礫質土層 Dg3 16.6 18.0 0 33

洪積粘性土層 Dc4 10.0 17.0 60.0 0

洪積腐植土層 Dp1 6.2 15.0 37.2 0

洪積礫質土層 Dg4 13.7 18.0 0 31

洪積礫質土層 Dg5 20.0 19.0 0 35

洪積腐植土層 Dp2 10.3 16.0 61.8 0

砂岩風化帯 Ss-w 27.5 19.0 0 38

砂岩軟岩I Ss-I 107 21.0 250 35
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 圧密特性 

i) e-log p 曲線 

 
 

ii) log Cv-log p 曲線 
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 施工条件 

試験盛土の施工条件は、建設発生土の搬入状況および発生土の土質試験結果を踏まえ

て、以下のとおりとした。 

 

【試験盛土の施工条件】 

・盛土施工期間：2018.10.29～2018.11.19 

・盛土範囲  ：下図に示す盛土①の範囲 

・盛土高   ：H=1.8m 

・単位体積重量：19kN/m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4-6 試験盛土の施工条件 

  

盛土① 
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 検討断面 

試験盛土の沈下予測は、1 期造成工事の検討断面である断面③とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4-7 試験盛土の沈下検討断面 
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(3) 試験盛土の一次元圧密沈下予測結果 

試験盛土の沈下予測結果を以下に示す。沈下板 1 の予測結果によると、最終沈下量は

83.6cm となる。 

10 月 29 日に盛土を開始し、盛土が完了した 11 月 19 日時点では、計算上 21.4cm の沈下

が生じることとなる。この間沈下観測データは得られていないが、現地では沈下による盛土

の変状等、明らかな沈下の兆候は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4-8 試験盛土の一次元圧密沈下予測結果
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 第 1 期工事の盛土造成に伴う沈下状況と今後の予測について 

(1) 設計方針 

設計では、第 1 期工事の施工に伴い、圧密沈下が発生することを想定し、以下に示す沈下

量と圧密沈下対策を想定していた。 

 最も圧密沈下量が大きいと想定されたのは、断面③地点 2 で最終沈下量は 234.4cm、

最も圧密沈下量が小さいと想定されたのは、断面③の地点 3 で最終沈下量は 94.5cm であっ

た。対策として、プラスチックボードドレーン（PBD）を計画し、その配置は、断面③地点

2 で@1.8m（Ap1 層まで）、断面③地点 4~断面③地点 6 で@2.0（Ap1 層まで）を計画して

いる。圧密沈下に要する時間がかかるため、盛土開始から 10 ヶ月後の残留沈下量が許容沈

下量 10cm を超える範囲について、PBD を配置する計画としている。 

 図 10.4-9 に PBD 工の設計図を示した。 

  

表 10.4-4 圧密沈下解析の沈下量と圧密促進工法(PBD)の配置計画一覧表(1 期施工) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 赤の囲いが、選定された PBD 工の規格と残留沈下量の判定結果である。 
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図 10.4-11 地盤改良工一般図（プラスチックボードドレーン工） 
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(4) 考察 

PBD の施工前からの沈下計測結果を確認しているわけではないため、圧密沈下解析結果

との相対的な評価を行うことができないが、概ね解析値よりも実際の沈下量が小さいこと

が確認されたと言える。 

(3)で示した上げ越し盛土未考慮の場合に推定できる圧密沈下量に対して、実測沈下量は、

断面③No.7 地点で約 30％程度、断面③No.2 地点で約 18％程度と小さい。 

上げ越し盛土量については、上記の割合を考慮した設定が必要である。 

   

※注意事項 ： PBD の施工時等、重機を載せるための盛土や重機の移動等で一定の圧 

密沈下が進んでいる可能性があり、上記の想定よりも大きな沈下量が生じる可能性が 

あるため、継続した沈下計測が必要である。 
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 2 期対策工施工時の留意点 

(1) PBD 施工の支障となる礫層の先行削孔について（断面① 地点 4） 

2 期造成盛土部の西側（断面① 地点 4）付近では、圧密沈下による残留沈下量を許容値以

下に低減するため、PBD による圧密促進を計画している。 

この PBD 打設範囲では、腐植土層（Ap1 層）の上部に礫層（Ag1）が一部存在する場所が

あり、PBD の施工において礫層が支障となる。このため、事前に礫層の先行削孔を行なった

上で PBD を打設する必要がある。 

Ag1 層の分布範囲は、既存の地質断面図において想定されているが、既存ボーリング地点

が離れていることもあり不確実性が高い。そのため、施工前に追加ボーリングにより分布範

囲を確認することが重要である。 

なお、他工事からの残土受入により、高さ H=5.9m 以上の先行盛土を確保できる場合には、

残留沈下量が許容値以下となるため PBD による圧密促進工法が不要であり、上記の先行削

孔を行う必要も無くなる。 

しかし、現時点では残土受入量について確かな見通しがないことや、仮に受け入れ出来た

としても、施工時期が早い擁壁部の圧密促進に優先して利用することから、本地点での先行

盛土として利用できる量は限られ、十分な量が使えない可能性が高いと考えられる。 

そこで、本地点での圧密沈下対策としては、計画どおり PBD 工法による対策を予定し、礫

層部についての先行削孔を計画する。 

 

 

 

 

図 10.4-14 2 期西側（断面①地点４）の PBD 施工における先行削孔 
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(3) 試験盛土および第 1 期工事の盛土施工に伴う沈下状況から想定される事項 

10.4.2、10.4.3 章で示した試験盛土および第 1 期工事の盛土施工に伴う沈下状況から、設

計段階で実施している圧密沈下解析における推定沈下量よりも実際の沈下量が小さくなる

と推定される。 

試験盛土による沈下量推定では、推定沈下量に対して約 46％の沈下量が推定され、第 1

期工事の沈下量推定では、断面③Ｎｏ.7 地点で約 30％、断面③Ｎｏ.2 地点で約 18％程度で

ある。 

第 1 期工事の沈下量は、PBD 施工前からの沈下を計測していないため、圧密沈下解析と

の乖離が大きい可能性があるが、試験盛土部は、圧密沈下量を盛土直後から計測したもので

あり、より精度が高いと考える。 

以上の結果から、第 2 期工事の盛土載荷による沈下量は、概ね圧密沈下解析結果の 50％

と想定することが望ましいと判断する。 

 

●第 2 期工事の盛土載荷による沈下量は、圧密解析による沈下量の 50％と想定 

 

※ 第 2 期工事においても、沈下量計測を併用しながら施工を行い、沈下量を予測しなが

ら最終的な盛土高を設定することが重要である。 
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〔参考資料：新施設用地造成工事(1 期)完了検査時出来形資料〕 

 

 

 
  










